
 

 
 
 
 
 
 

 

合
併
前
に
は
、
旧
久 

喜
市
、
旧
鷲
宮
町
で
移 

動
図
書
館
が
走
り
、
待 

ち
望
む
こ
ど
も
や
、
高

齢
者
な
ど
多
く
の
利
用
者
に
図
書
を

届
け
て
い
ま
し
た
。 

 

各
図
書
館
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
、

「
情
報
過
疎
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
地
域
に
住
む
市
民
だ
れ
も
が
平
等

に
図
書
に
親
し
み
、
情
報
を
得
る
権
利

が
あ
る
は
ず
で
す
。
「
お
金
の
問
題
で

は
な
い
」
と
実
現
を
求
め
た
が
、
市
の

答
え
は
「
今
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
る
」

と
冷
た
い
も
の
で
し
た
。
（
中
古
の
移

動
図
書
館
車
で
あ
れ
ば
約
２
０
０
万

円
で
購
入
可
能
） 

杉
野 

お
さ
む 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  
 
 
 

済
生
会
栗
橋
病
院
あ 

り
方
検
討
委
員
会
が
立 

ち
上
が
り
、
久
喜
市
・

加
須
市
も
加
わ
り
、
来
年
の
３
月
末
を

目
途
に
施
設
整
備
な
ど
の
構
想
案
が
ま

と
め
ら
れ
ま
す
。
市
は
、
済
生
会
栗
橋

病
院
に
救
急
救
命
医
の
確
保
を
支
援
す

る
目
的
か
ら
、
国
の
特
別
交
付
金
を
活

用
し
、
約
４
８
０
０
万
円
の
補
正
予
算

を
計
上
。
「
建
替
え
の
土
地
確
保
の
支

援
も
必
要
で
は
」
と
の
質
問
に
「
施
設

整
備
に
必
要
な
条
件
等
が
示
さ
れ
る
ま

で
は
支
援
の
検
討
は
で
き
な
い
」
と
の

答
弁
で
す
。
旧
栗
橋
町
が
誘
致
し
た
病

院
で
あ
り
、
地
域
医
療
の
要
と
な
る
病

院
で
す
。
存
続
を
求
め
ま
す
。 

 
 
 

石
田 

と
し
は
る 

 

こ
れ
ま
で
懸
案
と
さ
れ
て
い

た
東
京
理
科
大
跡
地
利
用
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
若
い
世
代
か

ら
住
み
や
す
い
久
喜
市
が
選
ば

れ
、
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
「
子
育
て
・
教
育
セ

ン
タ
ー
」
を
作
る
計
画
で
す
。

①
久
喜
西
児
童
館
・
子
育
て
セ

ン
タ
ー
と
し
て
相
談
・
支
援
体

制
を
充
実
さ
せ
る
②
市
民
の
生

涯
学
習
施
設
・
高
齢
者
や
市
民

大
学
拠
点
を
作
る
③
市
民
ラ
ウ

ン
ジ
・
ホ
ー
ル
を
開
放
す
る
。

 

夜
間
に
体
調
が
悪 

く
な
り
、
救
急
車
で
新 

久
喜
総
合
病
院
へ
行

き 
 
 
 
 
 

き
、
手
当
を
受
け
た
１

人
暮
ら
し
の
方
が
「
帰
宅
の
時
に
タ
ク
シ

ー
は
営
業
し
て
お
ら
ず
、
病
院
も
出
さ
れ

て
し
ま
い
困
り
果
て
た
」
と
言
う
声
を
聞

き
、
改
善
の
要
求
を
し
ま
し
た
。
「
市
内

の
７
施
設
で
は
、
控
え
室
を
設
け
て
い
る

所
も
あ
り
、
近
隣
市
町
の
タ
ク
シ
ー
、
福

祉
介
護
タ
ク
シ
ー
が
使
え
る
」
と
、
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

実
際
に
は
病
院
か
ら
出
さ
れ
て
し
ま

っ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
院
へ

の
対
応
の
徹
底
と
市
民
へ
の
説
明
を
要

求
し
ま
し
た
。 

 

渡
辺 

ま
さ
よ 

 

 
 
 
 
 

「
制
服
が
買
え
ず
に
中 

学
入
学
式
を
欠
席
」
と

報 
 
 
 
 

報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。 

生
活
困
窮
者
の
方
に
と 

っ
て
、
入
学
前
に
制
服

代
や
、
学
用
品
、
カ
バ
ン
な
ど
６
〜
７

万
円
の
費
用
を
工
面
す
る
の
は
大
変
な

こ
と
で
す
。
実
態
に
即
し
た
就
学
援
助

に
す
る
た
め
希
望
す
る
人
に
は
入
学
前

に
支
給
す
べ
き
で
す
。
市
は
「
認
定
に

当
た
っ
て
は
申
請
者
の
所
得
の
認
定
が

必
要
で
あ
り
、
難
し
い
」
と
の
答
弁
で

す
。
福
岡
市
や
佐
賀
市
は
実
施
、
長
崎

市
、
熊
本
市
も
実
施
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
所
得
認
定
問
題
は
、
久
喜
市
も
や

る
気
に
な
れ
ば
で
き
ま
す
。
今
後
も
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
へ
い
ま 

益
美 

 

 

へ
い
ま 

益
美 
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年度 
一般会計繰

入額 
繰出額 基金残高 繰越額 

2013 516,047  0  729,784  1,313,236  

2014 565,525  463,467  919,527  1,462,729  

2015 264,817        

合計 2,126,389  463,467  919,527  1,462,729  

 

 

④
子
ど
も
図
書
館
を
作
る
。 

さ
ら
に
、
⑤
敷
地
内
の
５
万

３
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
、
市
内

３４
校
あ
る
小
中
学
校
の
給
食
を

ま
か
な
う
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

企
業
進
出
で
交
通
公
害 

環
境
悪
化
の
心
配
が 

子
育
て
・
教
育
セ
ン
タ
ー
、

大
型
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
利

用
車
、
さ
ら
に
跡
地
６
割
部
分

に
進
出
す
る
物
流
企
業
の
大
型

車
両
通
行
な
ど
、
大
混
雑
が
予

想
さ
れ
、
交
通
公
害
や
環
境
破

壊
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
と 

予
算
の
裏
付
け
示
す
べ
き 

 

９
月
議
会
に
は
、
県
道
12
号

線
に
抜
け
る
新
設
道
路
の
予
算

８
千
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
地
区
開
発
計
画
も
出

来
て
お
ら
ず
、
議
会
に
全
体
の

総
予
算
の
説
明
も
提
案
さ
れ
て

い
な
い
中
で
の
こ
と
で
す
。 

市
民
や
特
に
影
響
を
受
け
る

地
域
住
民
へ
は
十
分
な
説
明
が

必
要
で
す
。 

さ
ら
に
、
市
民
の
つ
ど
え
る

場
や
、
子
ど
も
達
で
に
ぎ
わ
う

施
設
に
す
る
た
め
に
は
、
バ
ス

や
他
の
地
域
か
ら
乗
り
入
れ
可

能
な
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
交
通

の
利
便
性
を
考
え
る
べ
き
で

す
。 

 

 市は「理科大跡地に久喜市

の小中学校34校すべての給食

１万2000食を調理する給食セ

ンターを建設し、2020年に稼

働させる。費用対効果を考え

決定した」と明らかにしまし

た。これが実行されれば、現

在栗橋地区で実施している

「自校方式」による学校給食がなくなります。 

栗橋ではこれまで、子どもたちにとって食育の面でも優れ、

温かくて美味しいと、喜ばれている学校給食を続けようと、保

護者の運動もあり継続されて来ました。 

自校方式による給食施設は教育効果が大きいと考え、近隣の

春日部市、草加市など実施している自治体は少なくありませ

ん。センター方式から切り替えている自治体さえあります。未

来の子ども達に誇れる学校給食を残すべきです。 

 

 

  

 

 

４月に撤退した東京理科大学 


